
地域未来戦略に係る経済関係団体との

情報連絡会議

≪次第≫

（１）知事あいさつ
（２）地域未来戦略に係る国の動き、本県の対応等について
（３）意⾒交換
（４）閉会

日時 令和８年３月３０日（月）
11時〜12時

場所 特別会議室
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＜出席者名簿＞
桐林 正彦鳥取県商工会議所連合会 幹事⻑

馬野 慎⼀郎鳥取県商工会連合会 会⻑
本城 聖⼀鳥取県中小企業団体中央会 専務理事

吉岡 佐和子(株)⼭陰合同銀⾏ 代表取締役専務執⾏役員
谷垣 重彦ＪＡ鳥取県中央会 専務理事
島谷 憲司(⼀社)境港水産振興協会 副会⻑

小谷 文夫(公社)鳥取県観光連盟 会⻑
（鳥取県旅館ホテル生活衛生同業組合 理事⻑）

平井 伸治鳥取県知事
遠藤 俊樹政策統轄監
松本 典久政策統轄総局⻑
櫻井 理寛令和の改新戦略本部⻑
鈴⽊ 俊⼀輝く鳥取創造本部⻑

後藤田 拓也生活環境部自然共生社会局⻑
佐々⽊ 徹商工労働部経済産業振興監
中島 和彦農林水産部⻑
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【戦略産業クラスター計画】（大計画・策定主体:国）
地域ごとの戦略産業クラスター形成に向けて、知事とも連携しつつ、地域ごとの計画を策定する。
※５⽉頃に取りまとめられる⾒込み
※地⽅経済産業局⻑を中⼼に、各省庁の地⽅⽀分部局⻑の協⼒の下で議論を進める。地域のコミットメント

を得ながら、知事とも連携して策定。
＜戦略産業クラスター＞

 熊本の TSMC や北海道のラピダスを⽀えるクラスターのように、１７の戦略分野に関する検討が主導
する形で、企業の大規模投資を中⼼に形成されるもの。

【地域産業成⻑プラン】（自治体策定）
地場産業の成⻑・発展に向けて、知事等主導で策定された地域産業の成⻑プランを強⼒に後押しする。
※第１弾の国への提出〆切は７⽉１５⽇、その後は順次提出
＜地域産業クラスター＞（中計画・策定主体:都道府県(市町村も可)）

 知事等主導で形成されるクラスターであって、⼒を⼊れる産業分野及び重点⽀援をすべきコネクター度・
ハブ度＊の高い企業を特定し、複数自治体の連携促進や中堅企業⽀援策の適用など、政府の施策の
戦略的活用をプッシュ型で提案していくことで、その形成・拡大を目指すもの。 ※各都道府県５つ程度
の案件が想定されている(＊)コネクター度︓域外販売額/所在都道府県の域外販売額、ハブ度︓域内仕⼊額/所在都道府県の域内仕⼊額

 国の⽀援メニューは、関係省庁⽀援施策の審査上の考慮、新たな財政措置の検討、地域未来交付⾦
での優先採択などが例⽰されている。

＜地場産業⽀援＞（小計画・策定主体:都道府県又は市町村）
 地⽅の伸び代である、可能性を秘めた魅⼒あふれる地域資源（農林⽔産・⾷品、観光、スポーツ、伝

産品等）について、未だ活用されていない地域資源の発掘・新規活用や、既に活用されてきた地域資源
の加⼯度を高める・地域外の新たな商流の開拓等さらなる深堀りを進めながら、付加価値の創出と地
産外商の推進を図り、地域経済の一層の拡大を目指すもの。

 国の⽀援メニューは、新たな財政措置の検討、地域未来交付⾦での優先採択などが例⽰されている。
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「地域未来戦略」の概要

産業クラスターの形成・拡大に向けた⽀援策（当初予算）
 産業クラスター（成⻑軸創出分野、基盤的産業分野等）の形成・拡大に資する、

企業の成⻑投資・研究開発・経営⾰新・資⾦調達を重点⽀援する。
 成⻑軸創出分野 … 「モビリティ」「ヘルスケア」「ネクストインダストリー」「コンテンツ」「GX・エネルギー」
 基盤的産業分野 … 県内に集積する⾷品加工や、電気デバイス・電気機械・素形材、戦略的デジタル化

成⻑投資⽀援 ［産業未来共創補助⾦（成⻑・規模拡大型、一般投資型）］
◆ 産業クラスター関連分野※の成⻑投資は「成⻑・規模拡大型」（先進性を有し地域への波及効果が高いもの

に限る）の対象に加え、「一般投資型」（県外誘致）の補助上限額も引上げ

研究開発⽀援 ［産業未来共創研究開発補助⾦］
◆ 産業クラスター関連分野を調査研究（補助率2/3、補助上限額1,000千円）の対象とし、宇宙・水素など将来的な

市場創出が期待される分野の研究開発の補助率を引上げ（補助率1/2→2/3、補助上限額5,000千円）

経営⾰新⽀援 ［産業未来共創補助⾦（経営⾰新型）］
◆ 産業クラスター関連分野の「経営⾰新型」の補助上限額を引上げ（補助率1/2、補助上限額1,000万円→1,500万円）

資⾦調達⽀援 ［新規需要開拓設備資⾦］
◆ 産業クラスター関連分野の設備投資を低利・超⻑期（年1.63％等・20年以内）の制度融資（新規需

要開拓設備資⾦）で支援
◆ 先進的で地域への波及効果が認められる場合、当初5年間の⾦利負担が年1％相当となるよう利⼦補助

補助上限額補助率区分
10億円1/5成⻑・規模拡⼤型
5億円、重点分野の県外誘致は10億円1/10⼀般投資型
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※産業クラスター関連分野…成⻑軸創出分野、基盤的産業分野、国の戦略17分野等

その他 ［地域未来基⾦］
◆ 今後策定する地域産業成⻑プランに基づき実施する地場産業の成⻑・発展に資する事業に充当



「地域未来戦略」 戦略産業クラスター計画（国策定・⼤計画）

5

 中国地域の「戦略産業クラスター計画」は、①半導体、②ＧＸ、③コンテンツ、④造船、⑤
ものづくりの５分野で構成する「計画素案」作りを進めており、有識者検討会の意⾒を踏まえ、
「計画素案」を固め、春頃公表予定。

「戦略産業クラスター計画」は、ブロック（経済産業局）単位で「計画素案」を策定して、日本成⻑戦略本部の戦略17分野の
「官⺠投資ロードマップ」とも整合する「候補プロジェクト案件」を都道府県から受け付け、計画素案を基に策定。

中国地域戦略産業クラスター計画素案の概要

スケジュール

世界基準の半導体関連産業クラスターの形成 〔せとうちエリアを中心に中国地域全域〕半導体
エネルギー多消費型産業におけるＧＸの実現 〔瀬⼾内コンビナートエリアを中心とした中国地域全域〕ＧＸ
神話・漫画等のコンテンツとたたら・デニム等のものづくりが織りなす高付加価値の創出 〔コンテンツ拠点を中
心とした⼭陰及び瀬⼾内エリア〕

コンテンツ

我が国の経済活動を支える造船関連産業の再生・強化 〔造船メーカー等が集積する瀬⼾内エリア〕造船
世界に誇るものづくり産業の進化 〔電子デバイス・特殊鋼・⾷品産業等の製造業が集積する⼭陰エリア、自
動⾞・航空機部品等が集積する瀬⼾内エリア〕

ものづくり

・関係副⼤臣会議（クラスター計画に盛り込む具体的な指標等の提示）〜４月中旬
・「戦略産業クラスター計画素案」の策定・公表
・（計画素案公表後）都道府県から「候補プロジェクト案件」の受付

春頃

・地域未来戦略本部・関係副⼤臣会議（戦略産業クラスター計画（第１弾）の策定・報告）夏頃
・候補プロジェクト案件の受付、計画の更新（第２弾・第３弾計画等）以降半期に１回程度

 本県産業の特性・集積を活かして、⾷品加工、電子デバイス・電気機械・素形材等の基盤的産業
の競争⼒を強化し、また、新たな成⻑軸を創出する「とっとり産業クラスター」により、当初予算では
とっとり産業クラスター推進分野と戦略17分野を産業未来共創条例の重点分野に位置付け、クラス
ターの形成・拡⼤につながる企業投資等を重点支援していく。

 国が「地域産業クラスター計画」の要件等を示した（3/18）ことを受けて、とっとり産業クラスターを
ベースに「地域産業クラスター計画」を練り上げていく。

とっとり産業クラスター
成
⻑
投
資
・
経
営
⾰
新
・
研
究
開
発
等
を
重
点
⽀
援

産
業
未
来
共
創
補
助
⾦
の
重
点
分
野
を
再
編
し
て

「分野別」「プロジェクト別」で、とっとり産業クラスターを推進

基
盤
的
産
業
の
成
⻑

⾷品加工の新技術・新製
品等の開発、生産性向
上・経営革新等による高
付加価値化

ものづくりの基盤技術や新
製品等の開発、生産性向
上・経営革新等による高
付加価値化

フード・マニュファクチャリング
（⾷品加⼯）

分野別

成
⻑
軸
の
創
出

脱炭素技術、天然
資源等を活用した技
術・製品の開発、人
材育成等

動物用も含めた医
療機器・ソフトウェア、
薬品・サプリメントの
開発・事業化等

まんが・アニメ等のコン
テンツの活用・製作、
クリエイター人材の育
成・起業等

宇宙・水素などの新
技術・分野の産学官
マッチング、研究開
発・人材育成等

次代自動⾞・航空
機産業参入に向け
た技術開発、人材
育成、販路開拓等

モビリティ
（次世代自動⾞・航空機）

ヘルスケア
（メディカル・バイオ）

ネクストインダストリー
（宇宙・⽔素等）

コンテンツ
（まんが・ものづくり創作物等）

GX・エネルギー
（木質系バイオ・脱炭素関連）

プロジェクト別

成⻑分野の需要を取り込む、
高付加価値型ものづくりの変
革を目指すプロジェクト事業

高付加価値型
ものづくり産業AX等のデジタル技術・サー

ビスの実装、人材育成、
データセンター⽴地等によ
る産業基盤の強化

サポーティング・インダストリー
（電⼦デバイス・電気機械・素形材等）

戦略的デジタル化
（情報通信・AX）
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【地域産業クラスター(中計画)】 とっとり産業クラスター

⇒ とっとり産業クラスターをベースに「地域産業クラスター」を調整・構築



【地場産業⽀援(小計画)】 計画策定を検討している分野とその⽅向性
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本県の強みである農林水産業分野の強みを更に発展させるため、産地における生産性の向上、
新たな販路開拓やブランド⼒の向上に繋がる取組を推進

農林⽔産業

宿泊・体験コンテンツの高付加価値化、地域⼀体となった滞在型観光エリアづくりの促進、
「まんが」と連携したコンテンツによる新たな需要獲得を官⺠連携により観光産業の成⻑を推進

観光産業

深刻化する人口減少社会における安心して住みづけられる生活基盤の創出に向けて、
これまで培った官⺠連携による地域課題解決の加速化を通じて中⼭間地域の振興を推進

中山間地域

自然資本の価値の最⼤化と持続可能な生態系保全のため、地域と企業が連携して、
本県の自然資本を活かした製品を高付加価値化して新たな市場を生み出す仕組みを構築

環境
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今後の対応

 本県の地域産業成⻑プランの⽅向性を幅広く⺠間事業者
等へ周知し、県の検討するプランに沿った具体的な事業計
画を、公募により⺠間事業者から求める。

 国・市町村等との調整などを⾏い、国の第１弾提出〆切
(７⽉15⽇)を目指して検討を⾏うが、早期に調整できた
ものは〆切前でも提出。

 その後も計画策定を進め、令和８年度補正予算や令和
９年度当初予算で対応する。

公募の概要
期 間︓ ４⽉上旬〜５⽉上旬
内 容︓ 県の検討する計画に沿った具体的な事業計画を⺠間事業者から募集
その他︓ ・応募のあったものは、内容に応じて関係部局とマッチングを実施します。

（マッチングの結果、プランに位置付けないこともあります。）
・今後も随時公募する予定であり、今後は、県が検討している計画以外
の計画(分野)の提案も受け付ける予定としています。
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⼤
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・
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スケジュール
地域未来戦略に関する関係副⼤臣等会議（第２回）（R8.3.4）資料及び国からの通知を基に鳥取県作成

12
月
22
日

・
副
⼤
臣
会
合
①

３
月
４
日

・
副
⼤
臣
会
合
②

３
月
下
旬
～

4
月
上
旬

・
副
⼤
臣
会
合
③

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

取
り
ま
と
め

・
副
⼤
臣
会
合
④

・
戦
略
本
部
②

地
域
未
来
戦
略

閣
議
決
定

（
本
部
・
閣
議
）

骨
太
・
成
⻑
戦
略

ブ
ロ
ッ
ク
毎
の

「
戦
略
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
有
識

者
検
討
会
」

春頃
「戦略産業クラスター計
画の素案」の公表

都道府県から「候補プロ
ジェクト案件」の受付

３月18日
都道府県及び市町
村宛に「地域産業成
⻑プラン」の検討依頼

ブロック毎に「戦略
産業クラスター計
画の素案」の検討

日本成⻑戦略本部
の下で「官⺠投資
ロードマップ」の検討

３月〜春頃
「官⺠投資ロードマップ」の提⽰

自治体における検討

7⽉15⽇
第1弾の提出〆切

11
月
5
日

・
庁
内
Ｐ
Ｔ
会
議

１
月
19
日

・
経
済
関
係
団
体
と
の

情
報
連
絡
会
議
①

地域産業成⻑プランの検討開始
3
月
30
日

・
経
済
関
係
団
体
と
の

情
報
連
絡
会
議
②

４
月
上
旬

・
⺠
間
事
業
者
等
か
ら

事
業
計
画
公
募
開
始 ５月上旬公募〆切

早期に策定可能な計画は、
７⽉15⽇の国〆切を待た
ず国へ提出

７
⽉
15
⽇
の
国
〆
切

ま
で
に
策
定
可
能
な

計
画
を
国
へ
提
出

そ
の
後
も
順
次
計
画
策

定
し
、
Ｒ
８
補
正
予
算
、

Ｒ
９
当
初
予
算
で
対
応

(

⺠
間
公
募
も
継
続)

春頃
「地域産業成⻑プラン」
※⼀部提出のあったもの

都道府県又は
市町村が策定
したものを報告

「計画の素案」を基に、
「戦略産業クラスター
計画」を策定・報告

早期に応募され調整等ができたもの


